
いよいよ 野球 一色の 
時期になりました!! 

 

 

資格取得に向けた野球部としての勉

強会が終了し、いよいよこれから野球一

色の日々が始まります。この勉強会で得

たものをどう野球に生かしていくの

か！！常にミーティングで話をしてき

ました。勉強に対する取り組みと野球に対する取り組みを冷静

に正確に照らし合わせてください。 
 

自分に都合よく考えるのではなく、現実と事実から逃げるこ

となく、自分のやりたくないことや苦手なこと、時間のかかる

取り組みや我慢辛抱しながら取り組まなけ

ればいけないこと、計画的に考え、今日の

この日のこの時間を、どう自分で意欲的に

取り組むのか、冷静に正確に自分の取り組

みに対して分析し、そのことを受け入れ、

自己理解することです。 
 

この勉強会での経験、そして、今まで自分が出した野球での

結果、すべてを照らし合わせながら、これから始まる野球の取

り組みにどう生かすかです。自分を見つめ

直し、自分を成長させる、いいきっかけに

なる勉強会の取り組みと、今までの結果（２

年生はこの２年間の結果、１年生はこの１

年間の結果）だったのではないでしょうか。 

 

今、一緒にプレーしている仲間、先輩、

後輩としっかり向き合い、大切にするこ

とです。余計な雑音や何も知らない周り

の声に心を乱されないことです。いつも

言うように高校生がやる高校野球、まず

は色々なことから自立し、弱気な自分と向き合う力、自分で自

分を追い込む力、そして今いる仲間を信じる力、高校野球で勝

利を目指しながら、大人になる準備を着々と進めていかなけれ

ばいけません。 
 

何かのせいにしたり、誰かのせいにし

たりすることは、簡単でたやすいことで

す。しかし、そこから得るものは何もあ

りません。自分で行動し気付き、自分で

感じ考える。そして、自分で自分を成功

へと導き出さなければいけない年齢です。自分で自分を成長さ

せる力を養うのです。 
 

監督の私自身も、このオフは大人として、1 人の父親として、

自分の子供達への接し方を考える、良いきっ

かけをもらいました。自分の子供も野球部の

部員も、いつか学校や野球部、そして、親か

ら巣立ちます。その時に自分の力を信じ生き

ていける人間を育てたいと思っています。 
 

２年生の『もう無駄なミーティングに時間はとられたくな

い！！残された時間、野球だけをやりたい！！』その言葉を信

じ、私自身も心を乱されず、今いる部員を信じ、自分のできる

ことは全うしたいと思っています。 
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